
子育て環境に関する調査 
 

【アンケート調査対象】 保護者 

※住民基本台帳から、就学前児童、小学生、中高生各 1,000人（計 3,000人）を無作為抽出し、そ

のお子さんの主たる保護者さまを対象とします。 

 

【調査の目的】 

高山市では、子どもがやさしさにつつまれ、健やかに育つまちを目指

して、高山市子どもにやさしいまちづくり計画を 5年に 1度、見直し

を行うこととしています。 

市内で子育て中の保護者の皆さまから、日頃の生活状況や市の子育て 

施策に対するご意見やご希望などをお聴かせいただき、より良い計画 

内容や実際の取組みに活かしてまいりたいと考えています。 

なお、回答は無記名で、お答えいただいた内容は統計的に処理 

し、個人が特定されることはありません。また、結果は調査研 

究・計画策定の目的以外で使用することはありません。 

ご多忙のところ、多くの設問への回答にご負担をおかけしますが、是非、皆さまの率直なご意見 

などをお寄せいただきますよう、ご協力をお願いします。 

 

【設 問 数】 最大９８問 ／ 所要時間 約２０分～３０分 

 

【提出方法】  同封の返信用封筒に調査票を封入のうえ、下記提出期限までにご投函ください。 

 

【提出期限】  令和５年１１月３０日(木)まで 

 

【回答のお願い】 

１ あて名のお子さんの主たる保護者さまを「あなた」と表記しますので、お子さんの主たる保護

者さまがお答えください。 

２ 無記名回答です。 

３ 回答は１つ選択、複数選択可、文章で入力するなど、各質問の指示に従ってください。 

４ 特に指定のない場合は、令和５年４月１日現在の状況でお答えください。 

５ 特に断りのない限り、すべての設問にお答えください。該当者だけにお答えいただく設問もあ

りますが、その場合は説明に従ってお答えください。 

６ 回答したくない質問があった場合は、何も記入しなくても構いません。 

７ 正解や不正解はありませんので、あなたの思いのままに回答してください。 

 

【その他】 

この調査は、「高山市役所 子育て支援課」が実施するもので、集計や分析などの業務は、高山市か

らの委託を受けた「一般財団法人 飛騨高山大学連携センター」が行います。 

また、回答データは匿名化したうえで、大学の研究者等に提供され、目的に従いに分析・集計する

ことがあります。 

質問などがある場合、火曜日を除く午前９時から午後５時までの間に、次へ電話してください。 

一般財団法人 飛騨高山大学連携センター（電話：0577-57-5366） 

  



【１ あなたのこと、子育てのことについて】     

問１ あなたの現在のお住まいの地域について、あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけく

ださい。 

１．高山地域 ７．朝日地域 

２．丹生川地域 ８．高根地域 

３．清見地域 ９．国府地域 

４．荘川地域 １０．上宝地域 

５．一之宮地域 １１．奥飛騨温泉郷地域 

６．久々野地域  

問２ あなたは高山市に住んで何年（出入りのある場合は通算）になりますか。あてはまるもの

を１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．１年未満 

２．１年以上～５年未満 

３．５年以上～１０年未満 

４．１０年以上～２０年未満 

５．２０年以上 

問３ あて名のお子さんの生年月を教えてください。数字を記入してください。 

(     )年  (   )月  ※生まれ年は西暦でご記入ください。 例 2003年 1月 

問４ あなたと同居する世帯構成員はそれぞれ何人ですか。該当するものそれぞれ数字をご記入

ください。（あて名のお子さん本人は除きます。また単身赴任などで一時的に別居している方も

含みます。） 

あて名のお子さんから見た続柄 人数 

１．父母 人 

２．祖父母 人 

３．兄弟姉妹 人 

４．おじ・おば 人 

５．その他の人 人 

問５ この調査票にご回答いただく方について、あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけて

ください。なお、あて名のお子さんからみた関係でお答えください。 

１．父親 

２．母親 

３．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

 



問６ あなたの出身地について、あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．高山市内 

２．高山市外で飛騨地域内（下呂市、飛騨市、白川村） 

３．飛騨地域外で岐阜県内 

４．岐阜県外 

問７ あて名のお子さんの保護者さまの配偶関係について、あてはまるものを１つ選んで番号に

〇をつけてください。 

１．配偶者・パートナー（性別を問わず）がいる 

２．配偶者・パートナーはいない 

問８ あなたの家庭で、お子さんの子育て（教育含む）を主に行っているのはどなたですか。あ

てはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。あて名のお子さんからみた関係でお答

えください。 

１．父母ともに 

２．主に父親 

３．主に母親 

４．主に祖父母 

５．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

問９ 日頃、あて名のお子さんを預かったり、世話してもらえる親族・知人はいますか。あては

まるものをすべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．日常的に祖父母等の親族にしてもらえる 

２．日常的に友人・知人にしてもらえる 

３．緊急時もしくは用事の際には、祖父母等の親族にしてもらえる 

４．緊急時もしくは用事の際には、友人・知人にしてもらえる 

５．いずれもいない 

問１０ あて名のお子さんは、平日は何時に就寝していますか。あてはまるものを１つ選んで番

号に〇をつけてください。 

１．午後８時より前 ５．午後１１時台 

２．午後８時台  ６．午前０時台 

３．午後９時台   ７．午前１時より後 

４．午後１０時台  ８．決まっていない 

 

  



問１１ あて名のお子さんは、平日は誰と一緒に朝食を食べていますか。あてはまるものをすべ

て選んで番号に〇をつけてください。 

１．父母 

２．兄弟姉妹 

３．祖父母 

４．上記以外の同居家族 

５．ひとりで食べる 

６．朝食はほぼ食べない 

問１２ あなたとあて名のお子さんの関係について、最もあてはまるものをそれぞれ１つ選んで

〇をつけてください。なお、お子さんが中高生の場合は、Ａ、Ｂは乳幼児期・小学校のときの

ことについてお答えください。 

 よくする・ 

よくした 

する・ 

した 

あまりしない・ 

あまり 

しなかった 

しない・ 

しなかった 

Ａ お子さんに絵本の読み聞かせをする     

Ｂ お子さんと図書館に行く     

Ｃ お子さんと会話をする     

Ｄ お子さんと読んだ本の感想を話しあう     

Ｅ お子さんと一緒に時間を過ごす     

問１３ あなたとあて名のお子さんの関係について、最もあてはまるものをそれぞれ１つ選んで

〇をつけてください。 

 よく 

知っている 

知 っ て い

る 

あまり 

知らない 

知らない 

Ｆ お子さんの将来の夢を知っている     

問１４ あなたとあて名のお子さんの関係について、最もあてはまるものをそれぞれ１つ選んで

〇をつけてください。 

 とても 

信頼している 

信頼 

している 

あまり 

信頼してい

ない 

信 頼 し て

いない 

Ｇ お子さんを信頼している     

 

  



問１５ あなたが嬉しいと感じて笑顔になれる場面を教えてください。次のア～クについて、最

もあてはまるものをそれぞれ１つ選んで〇をつけてください。 

 とても 

嬉しい 

嬉しい あまり 

嬉しくない 

嬉しくない 分からない・ 

答えたくない 

ア 自分や家族（子ども含む）

の夢や目標がかなったとき 

     

イ 子育てを通じて、貴重な経 

験を積み重ねられたり、 

成長を感じられたとき 

     

ウ 家族の理解やサポートが得

られたり、感謝されたとき 

     

エ 職場や地域など周りの人、 

友人とつながり、支えられ、

助けられたとき 

     

オ 前向きな気持ちで情報を得

たり、行動に移せたと感じ

られたとき 

     

カ 自分や家族（子ども含む）

の将来の不安が小さく、期

待が大きいと感じられたと

き 

     

キ 自分らしい生き方や時間の

過ごし方ができたと思えた

とき 

     

ク 誰の力も借りないで、自分

の努力により問題への対応

ができたとき 

     

 

  



問１６ あなたが嬉しいと感じて笑顔になれる場面が増えるために、あなたの周囲はどのように

なっていることが望ましいと思いますか。次のア～クについて、最もあてはまるものをそれぞ

れ１つ選んで〇をつけてください。 

 とても思う そう思う あまり 

思わない 

思わない 分からない・ 

答えたくない 

ア 夢や目標に向かって、挑戦

したり頑張れるような環境

であってほしい 

     

イ 様々な経験を積んだり、成

長につながるような環境で

あってほしい 

     

ウ 家族の理解やサポートが得

られ、感謝を伝え合えるよ

うな環境であってほしい 

     

エ 職場や地域など周りの人、

友人とつながり、支援が得

られやすいような環境であ

ってほしい 

     

オ 情報が得られやすく、気軽

に行動に移せるような環境

であってほしい 

     

カ 将来の不安が小さく、期待

が大きいと感じられるよう

な環境であってほしい 

     

キ 自分らしい生き方や時間の

過ごし方ができるような環

境であってほしい 

     

ク 自分一人で問題に向き合え

るような環境であってほし

い 

     

問１７ 子育て（教育を含む）に関する情報をどのように入手していますか。あてはまるものを

すべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．配偶者・パートナー ８．テレビ、ラジオ、新聞 

２．親族（親、兄弟姉妹など） ９．インターネットやメール配信サービス、 

ＳＮＳ、アプリ 

３．近隣や地域の知人、友人、職場の人 10．子育て雑誌、育児書 

４．子育て支援団体（ＮＰＯ等） 11．コミュニティ誌、フリーペーパー 

５．保育園や幼稚園、学校 12．情報の入手先がない 

６．市役所や市の機関（保健センターなど） 13．情報の入手方法が分からない 

７．市の広報誌やパンフレット  

14．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 



問１８ ここからは、あて名のお子さんの年齢によって調査の設問が異なります。あて名のお子

さんについて、あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．あて名のお子さんは乳幼児（小学生未満）  →【問１９へ進んでください】 

２．あて名のお子さんは小学生         →【問３４へ進んでください】 

３．あて名のお子さんは中学生・高校生     →【問４７へ進んでください】 

 

２ 幼児教育・保育事業のニーズについて 

問１９ あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育園などの「定期的な教育・保育の事業」を利用

していますか。あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．利用している    →【問２０へ進んでください】 

２．利用していない   →【問２５へ進んでください】 

■問１９で、「１.利用している」を選んだ人のみご回答ください。 

問２０ あて名のお子さんが年間を通じて定期的に利用している事業について、あてはまるもの

をすべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．幼稚園（通常の就園時間の利用） 

２．幼稚園の預かり保育（通常の終焉時間を延長して預かる事業） 

３．認定こども園（幼稚園と保育施設の機能をあわせ持つ施設） 

４．認可保育所（国が定める基準に適合した施設で自治体の認可を受けたもの） 

５．事業所内保育所（企業が主に従業員用に運営する施設） 

６．家庭的保育（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業） 

７．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

８．その他の認可外の保育施設 

９．ファミリーサポート（地域住民が会員となって子どもを預かる事業） 

10．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

■問１９で、「１.利用している」を選んだ人のみご回答ください。 

問２１ 平日に利用している幼稚園や保育園などの「定期的な教育・保育の事業」について、現

在どれくらい利用していますか。また、希望としてはどれくらい利用したいですか。１週当た

り何日、１日当たり何時間（何時から何時まで）か、それぞれ数字を記入してください。 

 現在 希望 

１週当たり平日の利用日数 日 日 

平日１日当たりの利用時間数 時間 時間 

利用時間 

例 9 時 30分から            

17 時 00分まで 

    時    分から 

    時    分まで 

   時    分から 

   時    分まで 

 



■問１９で、「１.利用している」を選んだ人のみご回答ください。 

問２２ 現在、「定期的な教育・保育の事業」を利用している施設の場所について、あてはまるも

のを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．高山市内 

２．高山市外 

■問１９で、「１.利用している」を選んだ人のみご回答ください。 

問２３ 平日に「定期的な教育・保育の事業」を利用している理由について、あてはまるものを

すべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．お子さんの教育や発達のため 

２．子育てをしている方が現在就労している 

３．子育てをしている方に就労の予定がある／求職中である 

４．子育てをしている方が家族・親族などを介護している 

５．子育てをしている方に病気や障がいがある 

６．子育てをしている方が就学、職業訓練中である 

７．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

■問１９で、「１.利用している」を選んだ人のみご回答ください。 

問２４ 現在、「定期的な教育・保育の事業」を土曜日、日曜・祝日、長期休暇中に利用していま

すか。あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．土曜日 利用している 

２．土曜日 利用していない 

３．日曜・祝日 利用している                

４．日曜・祝日 利用していない               

５．長期休暇中 利用している 

６．長期休暇中 利用していない 

 

《問２４の回答後は問２８へ進んでください》 

  



■問１９で「２．利用していない」を選んだ人のみご回答ください。 

問２５ 利用していない理由について、あてはまるものをすべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．利用する必要がない（母親か父親が育休中である場合や就労していないなどのため） 

２．お子さんの祖父母や親戚が世話している 

３．近所の人や父母の友人・知人が世話している 

４．利用したいが、保育園や幼稚園などの「定期的な保育・教育の事業」に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で利用できない 

６．利用したいが、夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、質や場所など納得できる事業がない 

８．お子さんがまだ小さいため（例えば３歳（年少）になったら利用しようと考えているなど） 

９．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

■問１９で「２．利用していない」を選んだ人のみご回答ください。 

問２６ 平日に利用したいと考える保育園や幼稚園などの「定期的な教育・保育の事業」につい

て、あてはまるものをすべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．幼稚園（通常の就園時間の利用） 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業） 

３．認定こども園（幼稚園と保育施設の機能をあわせ持つ施設） 

４．認可保育所（国の基準に適合した施設で自治体の認可を受けたもの） 

５．事業所内保育所（企業が主に従業員用に運営する施設） 

６．家庭的保育（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業） 

７．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

８．小規模保育施設（国の基準に適合した施設で自治体の認可を受けた定員 6～19人のもの） 

９．その他の認可外の保育施設 

10．ファミリーサポート（地域住民が会員となって子どもを預かる事業） 

11．利用したいと思うものはない 

12．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

■問１９で「２．利用していない」を選んだ人のみご回答ください。 

問２７ 平日に利用したい保育園や幼稚園などの「定期的な教育・保育の事業」の施設の場所に

ついて、あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．高山市内 

２．高山市外 

 



《乳幼児の保護者全員お答えください》 

問２８ あて名のお子さんについて、土曜日に、幼稚園や保育園などの「定期的な教育・保育の

事業」を利用したいか、あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。※一時的な利用や、親族・

知人による預かりは除きます。 

１．ほぼ毎週利用したい      →【問２９へ進んでください】 

２．月に１～２回は利用したい   →【問２９へ進んでください】 

３．利用する必要はない      →【問３０へ進んでください】 

■問２８で「１.ほぼ毎週利用したい」または「２．月に１～２回は利用したい」を選んだ人のみご

回答ください。 

問２９ 利用したい理由について、あてはまるものをすべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．仕事があるため 

２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため 

４．リフレッシュのため 

５．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

問３０ あて名のお子さんについて、日曜日・祝日に、幼稚園や保育園などの「定期的な教育・

保育の事業」を利用したいか、あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。※一時的な利用や、親族・

知人による預かりは除きます。 

１．ほぼ毎週利用したい      →【問３１へ進んでください】 

２．月に１～２回は利用したい   →【問３１へ進んでください】 

３．利用する必要はない      →【問３２へ進んでください】 

■問３０で、「１.ほぼ毎週利用したい」または「２．月に１～２回は利用したい」を選んだ人の

みご回答ください。 

問３１ 利用したい理由について、あてはまるものをすべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．仕事があるため 

２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため 

４．リフレッシュのため 

５．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

 

  



問３２ あて名のお子さんについて、幼稚園での夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・

保育の事業の利用を希望しますか。あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

１．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい   →【問３３へ進んでください】 

２．休みの期間中、週に数日利用したい   →【問３３へ進んでください】 

３．利用する必要はない          →【問３４へ進んでください】 

４．幼稚園は利用していない        →【問３４へ進んでください】 

■問３２で、「１．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」または「２．休みの期間中、週に数日利用

したい」を選んだ方のみご回答ください。 

問３３ 利用したい理由について、あてはまるものをすべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．仕事があるため 

２．買い物等の用事を済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため 

４．リフレッシュのため 

５．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

  

《問３３の回答後は、問３４へ進んでください》 

  



《乳幼児及び小学生の保護者はお答えください》 

３ 病児保育のニーズについて 

問３４ この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで保育園や幼稚園、学校などを休んだこ

とはありましたか。あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．あった     →【問３５へ進んでください】 

２．なかった    →【問３６へ進んでください】 

問３５ 昨年度（令和４年４月１日～令和５年３月３１日の間）に、あて名のお子さんが病気やケ

ガで保育園や幼稚園、学校などを休んだ時に、１～８のそれぞれについて、行った対応として、

日数をそれぞれ記入してください。※半日程度の場合も１日とカウントしてください。 

なお、「５．病児保育」とは、体調を崩してしまった子どもを一時的に施設で預かってくれる保

育サービスです。 

対応 日数 

１．父親が仕事を休んだ 日 

２．母親が仕事を休んだ 日 

３．親族（祖父母など）や、知人にお子さんを世話してもらった 日 

４．父親または母親のうち就労していない方がお子さんの世話をした 日 

５．病児保育を利用した 日 

６．民間の託児サービスを利用した 日 

７．仕方なくお子さんだけで留守番をさせた 日 

８．その他（具体的な事柄と合計日数を教えてください） 

 

 

 
 

日 

問３６ 今後、あて名のお子さんが病気やケガで保育園や幼稚園、学校などを休んだ場合に、病

児保育施設等を利用したいと思いますか。あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてくだ

さい。 

なお、病児保育とは、体調を崩してしまった子どもを一時的に施設で預かってくれる保育サー

ビスです。※事業の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要と

なります。 

１．病児保育を利用したい         →【問３７へ進んでください】 

２．病児保育を利用したいとは思わない   →【問３８へ進んでください】 

問３７ 問３６で「１．病児保育を利用したい」を選んだ方のみご回答ください。 

具体的に、１年間に何日ぐらい利用したいですか。数字を記入してください。 

（    ） 日 

  



４ 一時預かりのニーズについて 

問３８ 昨年度（令和４年４月１日～令和５年３月３１日の間）に、あて名のお子さんについて、

保護者の用事（冠婚葬祭、親の病気、不定期の就労など）で不定期に利用した一時預かり等の

事業の利用状況についてお答えください。１～６のそれぞれについて、日数をそれぞれ記入し

てください。※半日程度の場合も１日とカウントしてください。                                                                                                                                       

利用した事業 日数 

１．一時保育（保育所などで一時的に子どもを保育する事業） 日 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長し預かる事業のうち不

定期に利用する場合のみ） 
日 

３．ショートステイ、トワイライトステイ（冠婚葬祭などで養育できな

い場合に日中や夜間に子どもを預かる事業） 
日 

４．ファミリーサポート（地域住民が会員となって子どもを預かる事

業） 
日 

５．託児サービス（子育て支援団体等が有償で子どもを預かる事業） 日 

６．その他（具体的な事業等と合計日数を教えてください） 

 

 

 
 

日 

問３９ 今後、あて名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、親の病気、不定期の就労

など）で、一時預かり等の事業を利用したいと思いますか。あてはまるものを１つ選んで番号

に〇をつけてください。※事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

１．利用したい        →【問４０へ進んでください】 

２．利用する必要はない    →【問４１へ進んでください】 

■問３９で「１．利用したい」を選んだ方のみご回答ください。 

問４０ 具体的に、１年間に何日ぐらい利用したいですか。数字を記入してください。 

（    ）日 

問４１ 昨年度（令和４年４月１日～令和５年３月３１日の間）に、泊りがけの保護者の用事

（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子さんを同居家族以外に世話して

もらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含みます）。あ

てはまるものをすべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．親戚・友人・知人などに世話をしてもらった 

２．ショートステイを利用した 

３．ファミリーサポートを利用した 

４．世話をしてほしいことはあったが、預け先が見つからなかった 

５．世話をしてもらう必要はなかった 

  



問４２ 今後、あて名のお子さんについて、泊りがけの保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の

病気など）により、宿泊を伴う一時預かり等の事業を利用したいと思いますか。あてはまるもの

を１つ選んで番号に〇をつけてください。※事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかりま

す。 

１．利用したい        →【問４３へ進んでください】 

２．利用する必要はない    →【問４４へ進んでください】 

■問４２で「１．利用したい」を選んだ方のみご回答ください。 

問４３ 具体的に、１年間に何回ぐらい利用したいですか。数字を記入してください。 

（    ）回 

 

５ 放課後児童クラブのニーズについて 

問４４ あて名のお子さんについて、小学校のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時間を

どのような場所で過ごさせたい、過ごしているか。あてはまるものをすべて選んで番号に〇を

つけてください。 

１．自宅 

２．祖父母宅 

３．友人・知人宅 

４．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 

５．児童館・児童センター 

６．放課後児童クラブ 

７．障がい児通所支援サービス 

８．その他（具体的な場所をお答えください） 

 

 

 

 

■問４４で「６．放課後児童クラブ」を選んだ方のみご回答ください。 

問４５ あて名のお子さんについて、夏休み等の長期休暇に、放課後児童クラブの利用希望につ

いて、あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．利用したい       →【問４６へ進んでください】 

２．利用する必要はない   →【問４７へ進んでください】 

■問４５で「１．利用したい」を選んだ方のみご回答ください。 

問４６ 具体的に何時から何時に利用したいか、数字を記入してください。 

（    ）時（    ）分  から （    ）時（    ）分 まで 

例 ９時３０分 から １５時００分 まで 

  



《乳幼児・小学生・中高生の保護者全員お答えください》 

６ 子どもの居場所のニーズについて 

問４７ 「子ども食堂（無料または安価で食事ができる場所）」を利用したいかどうかについて、

あなたの考えや状況に最も近いものを 1つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．すでに利用している          →【問４９へ進んでください】 

２．今後、利用したい           →【問４９へ進んでください】 

３．利用したくない・必要だと思わない   →【問４８へ進んでください】 

４．わからない              →【問４９へ進んでください】 

■問４７で「３．利用したくない・必要だと思わない」を選んだ方のみご回答ください。 

問４８ その理由について、あてはまるものをすべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．家で食事ができる 

２．制度をよく知らない 

３．近くにない・遠い 

４．知らない人と関わりたくない 

５．貧しいと思われたくない 

６．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

問４９ 「子ども宅食（無料または安価で自宅に食事を届けてくれるサービス）」を利用したいか

どうかについて、あなたの考えや状況に最も近いものを 1 つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．すでに利用している            →【問５１へ進んでください】 

２．今後、利用したい             →【問５１へ進んでください】 

３．利用したいが配達可能なエリアではない   →【問５１へ進んでください】 

４．利用したくない・必要だと思わない     →【問５０へ進んでください】 

５．わからない                →【問５１へ進んでください】 

■問４９で「４．利用したくない・必要だと思わない」を選んだ方のみご回答ください。 

問５０ その理由について、あてはまるものをすべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．食費の心配がない 

２．制度をよく知らない 

３．貧しいと思われたくない 

４．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

 

  



問５１ 「子どものための無料の学習塾、寺子屋など（ボランティア等が無料で勉強を教えたり、

宿題をみてくれる場所）」を利用したいかどうかについて、あなたの考えや状況に最も近いもの

を 1 つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．すでに利用している 

２．利用したい 

３．利用したくない・必要だと思わない 

４．わからない 

問５２ 「小学生以上の子どもが平日の日中に利用することができる学校以外の施設（フリース

ペースなど）」を利用したいかどうかについて、あなたの考えや状況に最も近いものを 1 つ選ん

で番号に〇をつけてください。 

１．すでに利用している 

２．利用したい 

３．利用したくない・必要だと思わない 

４．わからない 

７ その他の地域子育て支援事業のニーズについて 

問５３ 高山市等が行っている下記のＡ～Ｎの事業の利用について、最もあてはまるものをそれ

ぞれ１つ選んで〇をつけてください。 

 
現在 

利用している 

過去に 

利用していた 

ことがある 

利用したことは 

ないが知っている 
知らない 

Ａ 妊婦教室     

Ｂ 助産師相談     

Ｃ 産後ケア     

Ｄ こんにちは赤ちゃん訪問     

Ｅ 乳幼児健康診査・相談     

Ｆ 母子健康包括支援センター 

（子どもの健康相談・発達相談） 

    

Ｇ 子育て支援センター 

（岡本保育園２階） 

    

Ｈ 児童センター・児童館     

Ｉ つどいの広場・かんかこかん・ 

ひだっこランド 

    

Ｊ 子ども発達支援センター・ 

家庭児童相談 

    

Ｋ 教育相談     

Ｌ であい塾     

Ｍ いじめＳＯＳへの相談     

Ｎ 子育て支援情報誌 

（子育て便利帳等） 

    

     



８ 子育ての悩みや不安などについて 

問５４ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人や相談でき

る場所はありますか。あてはまるものをすべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．配偶者・パートナー 

２．その他の親族（親、兄弟姉妹など） 

３．近所や地域の知人、友人 

４．職場の人 

５．保育園、幼稚園、学校の保護者仲間 

６．子育て支援団体（ＮＰＯ等）のスタッフ 

７．保育士、幼稚園や学校の先生 

８．医師、看護師・助産師 

９．子育て支援センター、児童センター・児童館、つどいの広場のスタッフ 

10．子ども発達支援センター・家庭児童相談の相談員 

11．民生児童委員、主任児童委員 

12．保健センターの保健師・栄養士 

13．民間の電話相談 

14．インターネットやＳＮＳによる相談 

15．相談できる人や相談できる場所はない 

16．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

問５５ 次のことについて、あなたにどれくらいあてはまりますか。最もあてはまるものをそれ

ぞれ１つ選んで〇をつけてください。 

 よくある たまにある あまりない まったくない 

Ａ 地域の行事に参加すること     

Ｂ お子さんが通う保育所、幼稚園

や学校の行事に参加すること 

    

Ｃ 子育てなどについての悩みを親戚

に相談したり頼ったりすること 

    

Ｄ 子育てなどについての悩みを友

人・知人に相談したり頼ったりす

ること 

    

Ｅ 同居している家族との間で、子育

てなどについて話をすること 

    

 

  



問５６ 過去１年の間に、子育ての中でＡ～Ｈのようなことがあったり、思ったりしたことはあ

りますか。最もあてはまるものをそれぞれ１つ選んで〇をつけてください。 

 あてはまる どちらかとい

うとあてはま

る 

どちらかとい

うとあてはま

らない 

あてはまらな

い 

 

Ａ ついついお子さんに 

あたってしまった 

    

Ｂ ついついお子さんを 

叩いてしまった 

    

Ｃ しつけのため、 

よく厳しく叱った 

    

Ｄ お子さんがわずらわしくて 

イライラした 

    

Ｅ 育児から解放されたいと

思った 

    

Ｆ お子さんを育てるために 

我慢している 

    

Ｇ 自分一人で育てている 

という圧迫感がある 

    

Ｈ お子さんの育児には 

あまり関心がない 

    

問５７ あなたの心の状態についてうかがいます。過去３０日間で、どれくらいの頻度で次のこと

がありましたか。Ａ～Ｇについて、最もあてはまるものをそれぞれ１つ選んで〇をつけてくださ

い。 

 全くない 少しだけ 時々 たいてい いつも 

Ａ 理由もなく疲れ切ったように感じた      

Ｂ 落ち着けないくらいに神経過敏に感じた      

Ｃ 絶望的だと感じた      

Ｄ 座っていられないほど 

落ち着かなく感じた 

     

Ｅ 気分が沈み込んで、何が起こっても 

気が晴れないように感じた 

     

Ｆ 何をするのにも骨折りだと感じた      

Ｇ 自分は価値のない人間だと感じた      

 

  



問５８ 子育て（教育を含む）に関して、日頃から悩んでいること、または気になることはどの

ようなことですか。あてはまるものをすべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．【子ども】病気や発育、発達に関すること 

２．【子ども】食事や栄養に関すること 

３．【子ども】教育に関すること 

４．【子ども】将来（進路）に関すること 

５．【子ども】不登校や行きしぶりなどがあること 

６．【保護者自身】育児の方法がよく分からないこと 

７．【保護者自身】お子さんとの接し方に自信が持てないこと 

８．【保護者自身】お子さんとの時間を十分にとれないこと 

９．【保護者自身】仕事や自分のやりたいことが十分できないこと 

10．【保護者自身】子育てによる心身の疲れが大きいこと 

11．【保護者自身】子育てや教育の出費がかさむこと 

12.【保護者自身】子どもを叱りすぎているような気がすること 

13．【保護者自身】お子さんに手をあげたり、世話をしなかったりしてしまうこと 

14．【保護者自身】地域の子育て支援サービスの内容や利用・申込方法がよく分からないこと 

15．【子育ての環境】話し相手や相談相手がいないこと 

16．【子育ての環境】子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

17．【子育ての環境】配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと 

18．【子育ての環境】自分の子育てについて、親族、近隣の人、職場など周りの見る目が気になること 

19．【子育ての環境】配偶者や家族との関係で悩んでいること 

20．悩みや気になることは特にない 

21．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

 

  



問５９ 子育て環境や子育て支援に関してご意見がありましたら、自由にご記入ください（自由

記述）。 

 

 



９ 保護者の就労状況について 

問６０ あて名のお子さんの母親（または母親に代わる保護者の方）の現在の就労状況について、

あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

※フルタイムは、１週５日程度・１日８時間程度の就労をさします。また、自営業、家族従業

者の方も含みます。 

１．フルタイムで就労している  →【問６２へ進んでください】 

２．フルタイムで就労しているが、 

産休・育休・介護などでの休業中である 

→【問６２へ進んでください】 

 

３．パート・アルバイト等で就労している  →【問６１へ進んでください】 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、 

産休・育休・介護などでの休業中である  

→【問６１へ進んでください】 

 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない →【問６６へ進んでください】 

６．これまで一度も就労したことがない →【問６６へ進んでください】 

７．該当する保護者はいない →【問６９へ進んでください】 

■問６０で「３、４．パート・アルバイト等で就労している」を選んだ方のみご回答ください。 

問６１ あて名のお子さんの母親（または母親に代わる保護者の方）のフルタイム（１週５日程

度・１日８時間程度の就労）への転換希望について、あてはまるものを１つ選んで番号に〇を

つけてください。 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある  

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない  

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

■問６０で「１～４．就労している」を選んだ方のみご回答ください。 

問６２ あて名のお子さんの母親（または母親に代わる保護者の方）の労働日数・労働時間及び

家を出る時間、帰宅時間などについて、それぞれ数字を記入してください。なお、休業中の方

は休業前の実態についてお答えください。 

Ａ 普段の１週あたりの労働日数 （    ）日 

Ｂ 普段の１日あたりの労働時間 （    ）時間 

Ｃ 平日、家を出る時間（最も多い時間帯） 

例 ８時３０分頃 

（   ）時（   ）分頃  

Ｄ 平日の帰宅時間（最も多い時間帯） 

例 １９時００分頃 

（   ）時（   ）分頃  

 

  



■問６０で「１～４．就労している」を選んだ方のみご回答ください。 

問６３ あて名のお子さんの母親（または母親に代わる保護者の方）の深夜労働の有無などにつ

いて、あてはまるものをそれぞれ１つ選んで〇をつけてください。なお、休業中の方は休業前

の実態についてお答えください。 

 なし 定期的にあり 不定期にあり 

Ａ 深夜労働（22:00～）    

Ｂ 土曜出勤    

Ｃ 日曜・祝日出勤    

Ｄ 副業    

Ｅ テレワーク（デジタルを使った

場所を問わない働き方） 

   

■問６０で「１～４．就労している」を選んだ方のみご回答ください。 

問６４ あて名のお子さんの母親（または母親に代わる保護者の方）の現在就労しているお仕事

の雇用期間の定めの有無について、あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．期間の定めはない 

２．期間の定めがある（１年未満） 

３．期間の定めがある（１年以上から３年未満） 

４．期間の定めがある（３年以上） 

■問６０で「１～４．就労している」を選んだ方のみご回答ください。 

問６５ あて名のお子さんの母親（または母親に代わる保護者の方）の現在の職業について、あ

てはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．会社役員 

２．民間企業の正社員 

３．公務員などの正職員 

４．団体職員 

５．契約社員・派遣社員・嘱託職員 

６．パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員 

７．自営業（家族従業者を含む） 

８．自由業・フリーランス 

９．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

 

 《問６５を回答後は問６９へ進んでください》 

  



■問６０で「５、６．就労していない」を選んだ方のみご回答ください。 

問６６ あて名のお子さんの母親（または母親に代わる保護者の方）が就労していない理由につ

いて、あてはまるものをすべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．子育て中のため 

２．専業主婦である 

３．自身の病気や家族の介護のため 

４．趣味やボランティア、社会活動などのため 

５．定年退職したため 

６．就学・職業訓練中のため 

７．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

■問６０で「５、６．就労していない」を選んだ方のみご回答ください。 

問６７ あて名のお子さんの母親（または母親に代わる保護者の方）の就労の希望について、あ

てはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい   →【問６８へ進んでください】 

２．１年以上先に就労したい            →【問６８へ進んでください】 

３．就労するつもりはない             →【問６９へ進んでください】 

４．わからない・決めていない           →【問６９へ進んでください】 

５．その他（具体的にお答えください）       →【問６９へ進んでください】 

 

 

 

■問６７で「１、２．就労したい」を選んだ方のみご回答ください。 

問６８ あて名のお子さんの母親（または母親に代わる保護者の方）の希望する就労形態につい

て、あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

２．パート・アルバイト等（フルタイム以外） 

３．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

 

  



問６９ あて名のお子さんの父親（または父親に代わる保護者の方）の現在の就労状況について、

あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

※フルタイムは、１週５日程度・１日８時間程度の就労をさします。また、自営業、家族従業

者の方も含みます。 

１．フルタイムで就労している  →【問７１へ進んでください】 

２．フルタイムで就労しているが、 

産休・育休・介護などでの休業中である 

→【問７１へ進んでください】 

 

３．パート・アルバイト等で就労している  →【問７０へ進んでください】 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、 

産休・育休・介護などでの休業中である  

→【問７０へ進んでください】 

 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない →【問７５へ進んでください】 

６．これまで一度も就労したことがない →【問７５へ進んでください】 

７．該当する保護者はいない →【問７８へ進んでください】 

■問６９で「３、４．パート・アルバイト等で就労している」を選んだ方のみご回答ください。 

問７０ あて名のお子さんの父親（または父親に代わる保護者の方）のフルタイム（１週５日程

度・１日８時間程度の就労）への転換希望について、あてはまるものを１つ選んで番号に〇を

つけてください。 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

■問６９で「１～４．就労している」を選んだ方のみご回答ください。 

問７１ あて名のお子さんの父親（または父親に代わる保護者の方）の労働日数・労働時間及び

家を出る時間、帰宅時間などについて、それぞれ数字を記入してください。なお、休業中の方

は休業前の実態についてお答えください。 

Ａ 普段の１週あたりの労働日数 （    ）日 

Ｂ 普段の１日あたりの労働時間 （    ）時間 

Ｃ 平日、家を出る時間（最も多い時間帯） 

例 ８時３０分頃 

（   ）時（   ）分頃  

Ｄ 平日の帰宅時間（最も多い時間帯） 

例 １９時００分頃 

（   ）時（   ）分頃  

 

  



■問６９で「１～４．就労している」を選んだ方のみご回答ください。 

問７２ あて名のお子さんの父親（または父親に代わる保護者の方）の深夜労働の有無などにつ

いて、あてはまるものをそれぞれ１つ選んで〇をつけてください。なお、休業中の方は休業前

の実態についてお答えください。 

 なし 定期的にあり 不定期にあり 

Ａ 深夜労働（22:00～）    

Ｂ 土曜出勤    

Ｃ 日曜・祝日出勤    

Ｄ 副業    

Ｅ テレワーク（デジタルを使った

場所を問わない働き方） 

   

■問６９で「１～４．就労している」を選んだ方のみご回答ください。 

問７３ あて名のお子さんの父親（または父親に代わる保護者の方）の現在就労しているお仕事

の雇用期間の定めの有無について、あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．期間の定めはない 

２．期間の定めがある（１年未満） 

３．期間の定めがある（１年から３年未満） 

４．期間の定めがある（３年以上） 

■問６９で「１～４．就労している」を選んだ方のみご回答ください。 

問７４ あて名のお子さんの父親（または父親に代わる保護者の方）の現在の職業について、あ

てはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．会社役員 

２．民間企業の正社員 

３．公務員などの正職員 

４．団体職員 

５．契約社員・派遣社員・嘱託職員 

６．パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員 

７．自営業（家族従業者を含む） 

８．自由業・フリーランス 

９．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

 

《問７４を回答後は問７８へ進んでください》 

  



■問６９で「５、６．就労していない」を選んだ方のみご回答ください。 

問７５ あて名のお子さんの父親（または父親に代わる保護者の方）が就労していない理由につ

いて、あてはまるものをすべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．子育て中のため 

２．専業主夫である 

３．自身の病気や家族の介護のため 

４．趣味やボランティア、社会活動などのため 

５．定年退職したため 

６．就学・職業訓練中のため 

７．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

■問６９で「５、６．就労していない」を選んだ方のみご回答ください。 

問７６ あて名のお子さんの父親（または父親に代わる保護者の方）の就労の希望について、あ

てはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい   →【問７７へ進んでください】 

２．１年以上先に就労したい            →【問７７へ進んでください】 

３．就労するつもりはない             →【問７８へ進んでください】 

４．わからない・決めていない           →【問７８へ進んでください】 

５．その他（具体的にお答えください）       →【問７８へ進んでください】 

 

 

 

■問７６で「１、２．就労したい」を選んだ方のみご回答ください。 

問７７ あて名のお子さんの父親（または父親に代わる保護者の方）の希望する就労形態につい

て、あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

２．パート・アルバイト等（フルタイム以外） 

３．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

 

  



《乳幼児・小学生・中高生の保護者全員お答えください》 

問７８ 政府では、「１３０万円の壁（配偶者の社会保険の扶養内）」などの見直しが検討されて

いるとの報道があります。それらの年収の壁が取り払われた場合の働き方として、母親、父親

それぞれについて、あてはまるものを１つ選んで〇をつけてください。 

 母親 父親 

１．現在と就労状況は変わらない   

２．年収の壁が取り払われるならより働きたい   

３．該当の保護者はいない   

４．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 
 

 

 

１０ 収入、支出について 

問７９ 昨年（令和４年の１月１日～１２月３１日の間）のあなたの世帯（生計を共にしている

方々）全員の年収（ボーナス含む手取り額※１）について、あてはまるものを１つ選んで番号

に〇をつけてください。単身赴任や進学などのために一時的に別居している方も含みます。 

＜当アンケートの年収の考え方＞ 

収入※２の合計－税（所得税・住民税など）社会保険料＝年収（ボーナスを含む手取り額） 

※１ 手取り額とは、所得税・住民税などの税額、健康保険料や年金保険料・介護保険料を支払

った後の金額になります。社内貯金や住宅ローンなど、給与から天引きされる貯蓄・借金等が

ある場合には、天引き前の金額です。 

※２ 収入とは、勤労収入（パート・アルバイトを含む）、事業所得（自営業等）、農業所得、不

動産所得、利子・配当金、公的年金、その他の社会保障給付金（生活保護、児童手当、児童扶

養手当、特別児童扶養手当）、個人年金、出稼ぎなどによる別居親族からの仕送りなど、すべて

を含めた金額です。 

１．収入はない ９．400 万円～500万円未満 

２．～127万円未満 10．500 万円～600万円未満 

３．127万円～150万円未満 11．600 万円～700万円未満 

４．150万円～200万円未満 12．700 万円～800万円未満 

５．200万円～250万円未満 13．800 万円～900万円未満 

６．250万円～300万円未満 14．900 万円～1000万円未満 

７．300万円～350万円未満 15．1000万円以上 

８．350万円～400万円未満  

 

  



問８０ あなたの世帯(生計を共にしている方)の１ヶ月の平均的な支出(住宅ローン等の借金返済

含む・税額等は含まない)はどれぐらいですか。あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけて

ください。 

１．1万円未満 ６．20万円～30万円未満 

２．1万円～5万円未満 ７．30万円～40万円未満 

３．5万円～10万円未満 ８．40万円～50万円未満 

４．10万円～15万円未満 ９．50万円以上 

５．15万円～20万円未満  

問８１ あなたの世帯(生計を共にしている方)の１ヶ月の食費について、平均的な支出はどれぐ

らいですか。あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．5 千円未満 ９．4 万円～5万円未満 

２．5 千円～1万円未満 10．5 万円～6万円未満 

３．1 万円～1万 5 千円未満 11．6 万円～7万円未満 

４．1 万 5千円～2 万円未満 12．7 万円～8万円 

５．2 万円～2万 5 千円未満 13．8 万円～9万円未満 

６．2 万 5千円～3 万円未満 14．9 万円～10万円未満 

７．3 万円～3万 5 千円未満 15．10 万円以上 

８．3 万 5千円～4 万円未満  

問８２ あなたの世帯(生計を共にしている方)の１ヶ月の住居費(家賃・住宅ローン)について、

平均的な支出はどれぐらいですか。あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．支出はない ９．3 万 5千円～4万円未満 

２．5 千円未満 10．4 万円～5万円未満 

３．5 千円～1万円未満 11．5 万円～6万円未満 

４．1 万円～1万 5 千円未満 12．6 万円～7万円未満 

５．1 万 5千円～2 万円未満 13．7 万円～8万円 

６．2 万円～2万 5 千円未満 14．8 万円～9万円未満 

７．2 万 5千円～3 万円未満 15．9 万円～10万円未満 

８．3 万円～3万 5 千円未満 16．10 万円以上 

問８３ あて名のお子さん１人について、学校以外の教育(学習塾やスポーツ・運動以外の習い

事)にかける１ヶ月あたりの平均的な支出はどれぐらいですか。あてはまるものを１つ選んで番

号に〇をつけてください。 

１．支出はない ６．2 万円～2万 5千円未満 

２．5 千円未満 ７．2 万 5千円～3万円未満 

３．5 千円～1万円未満 ８．3 万円～3万 5千円未満 

４．1 万円～1万 5 千円未満 ９．4 万円～5万円未満 

５．1 万 5千円～2 万円未満 10．5 万円以上 

 

  



問８４ あて名のお子さん１人について、学校以外のスポーツクラブなどにかける１ヶ月あたり

の平均的な支出はどれぐらいですか。あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．支出はない ６．2 万円～2万 5千円未満 

２．5 千円未満 ７．2 万 5千円～3万円未満 

３．5 千円～1万円未満 ８．3 万円～3万 5千円未満 

４．1 万円～1万 5 千円未満 ９．4 万円～5万円未満 

５．1 万 5千円～2 万円未満 10．5 万円以上 

問８５ あなたのご家庭の現在の家計の状況について教えてください。最も近いものを１つ選んで

番号に〇をつけてください。※住宅ローンの支払いなどは貯蓄ではなく、支出としてください。 

１．赤字であり、借金を増やして生活している 

２．赤字であり、貯蓄を取り崩している 

３．赤字でも黒字でもなく、ほぼ均衡している 

４．黒字であり、まずまず余裕がある 

５．黒字であり、貯蓄が増えている 

 

 

１１ 生活状況について 

問８６ あなたは、ご家庭の現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。あてはまるもの

を１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．大変苦しい 

２．やや苦しい 

３．普通 

４．ややゆとりがある 

５．大変ゆとりがある 

問８７ あなたは、ご家庭の今後の暮らしの状況をどのように予想していますか。あてはまるも

のを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．とても苦しくなる 

２．やや苦しくなる 

３．変わらない 

４．ややゆとりが出てくる 

５．とてもゆとりが出てくる 

  



問８８ あなたのご家庭では、次のＡ～Ｈのうちあて名のお子さん用のものはありますか。 

ある場合は「ある」、ない場合はあてはまるものをそれぞれ１つ選んで〇をつけてください。 

 

ある 
【ない】 
必要だと 

思うがない 

【ない】 
必要だと 

思わない 

のでない 

【ない】 
必要だと思うが 

経済的に難しい 

Ａ 子ども部屋 

（兄弟姉妹と使っている場合も含む） 

    

Ｂ 勉強机     

Ｃ 本（教科書やマンガは除く）     

Ｄ 文房具     

Ｅ スポーツ用品（野球のグローブや 

サッカーボール、ラケットなど） 

    

Ｆ ゲーム機     

Ｇ インターネットにつながるパソコン、 

タブレット（家族共用含む） 

    

Ｈ スマートフォン、携帯電話     

問８９ あなたのご家庭では、あて名のお子さんに対して、次のＡ～Ｋのことをしていますか。 

している場合は「している」、していない場合はあてはまるものをそれぞれそれぞれ１つ選んで

〇をつけてください。 

 

している 
【していない】  
必要だと思う

がしていない 

【していない】 
必要だと 

思わないので 

していない 

【していない】 
必要だと思う

が経済的に 

難しい 

Ａ 毎月おこづかいを渡す     

Ｂ 毎月新しい洋服や靴を買う     

Ｃ 習い事（習字、ピアノ、絵画など）に 

通わせる 
    

Ｄ スポーツクラブ（サッカー、 

バスケ、ダンスなど）に通わせる 
    

Ｅ 学習塾に通わせる     

Ｆ 誕生日のお祝いをする     

Ｇ １年に１回以上は家族旅行をする     

Ｈ クリスマスのプレゼントや 

お年玉をあげる 
    

Ｉ 医者に行く 

（医療機関での健診を含む） 
    

Ｊ 歯医者に行く 

（歯医者での健診を含む） 
    

Ｋ お子さんの保育所、幼稚園や 

学校の行事などへ親が参加する 
    

 

 



問９０ あて名のお子さんに係る経費について、負担が大きいと感じているものはありますか。

あてはまるものをすべて選んで番号に〇をつけてください。 

１．保育料・授業料 

２．保育園・幼稚園や学校での活動に関する費用（制服、文房具、身の回りのものなど） 

３．給食費 

４．修学旅行費など積立金 

５．地域のクラブ活動・部活動費 

６．塾や習い事等の保育園・幼稚園・学校以外の費用 

７．負担が大きいと感じているものはない 

８．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 

問９１ あなたはあて名のお子さんのために、次のＡ～Ｅの公的制度を利用した（または支援を

受けた）ことがありますか。あてはまるものをそれぞれ１つ選んで〇をつけてください。 

 

現在利用

している 

過去に 

利用して 

いたこと 

がある 

利用した 

ことは 

ないが 

知っている 

該当しない 
制度を 

知らない 

Ａ 児童扶養手当      

Ｂ 就学援助      

Ｃ 生活保護      

Ｄ 母子父子寡婦福祉資金貸

付金 

     

Ｅ 生活福祉資金貸付金      

問９２ あなたの世帯では、過去１年間で、経済的な理由で家族が必要とする食料品や衣料品

（嗜好品は含みません）などが買えなかったことがありましたか。最もあてはまるものをそれ

ぞれ１つ選んで〇をつけてください。 

 

よくあった 
ときどき 

あった 
まれにあった 

まったく 

なかった・

該当しない 

Ａ 食料品が買えなかった経験     

Ｂ 衣料品が買えなかった経験     

Ｃ 生理用品が買えなかった経験     

 

  



問９３ あなたの世帯では、過去１年間で、経済的な理由で月々の料金、家賃・住宅ローン、債

務の支払いができないことがありましたか。Ａ～Ｈについて、最もあてはまるものをそれぞれ

１つ選んで〇をつけてください。 

 支払えないことが

あった 

支払えないことは

なかった 

該当しない 

Ａ 光熱水費    

Ｂ 学費 

（授業料、旅費積立など） 

   

Ｃ 税金・保険料    

Ｄ 電話代・携帯電話料金    

Ｅ 家賃    

Ｆ 住宅ローン    

Ｇ 給食費    

Ｈ 医療費    

問９４ あて名のお子さんの父母の方（またはそれに代わる方）の最終学歴について、母親、父

親あてはまるものをそれぞれ１つ選んで〇をつけてください。 

 母親またはそれに代わる方 父親またはそれに代わる方 

１．中学校   

２．高校   

３．各種専門学校   

４．短大・高等専門学校   

５．大学   

６．大学院   

７．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 
 

 

１２ 子どもの将来について 

問９５ あなたのご家庭では、あて名のお子さんにどの段階までの教育を受けさせたいですか。

Ａ～Ｅについて、あてはまるものをそれぞれ１つ選んで〇をつけてください。 

 

受けさせたい 

経済的には 

可能だが 

必要と思わない 

経済的に 

受けさせられない 

Ａ 高等学校    

Ｂ 各種専門学校    

Ｃ 高等専門学校・短期大学    

Ｄ 大学    

Ｅ 大学院    

 

  



問９６ あて名のお子さんには、あなたの希望として将来どこで就職して欲しいと考えています

か。あてはまるものを１つ選んで番号に〇をつけてください。 

１．高山市内 

２．高山市外で飛騨地域内（下呂市、飛騨市、白川村） 

３．飛騨地域外で岐阜県内 

４．岐阜県外 

５．国外 

６．特に希望はない 

問９７ 市では、このまちで生まれ育った子どもたちが、まちに住み続けたり戻ってきて子育て

をしたり、例え離れて暮らしていても、まちや人と繋がり続け様々に関わりを持ってくれるよ

うなまちづくりを進めたいと考えています。 

そのようなまちづくりに向けて、どのような取組みが有効と考えますか。あなたの考えに最も

近いものをそれぞれ１つ選んで〇をつけてください。 

 とても 

そう思う 

そう思う あまりそう

思わない 

そう 

思わない 

１．魅力のある仕事を創出すること     

２．暮らしていて楽しい、幸せと 

感じられるまちとすること 

    

３．経済支援や各種サービスなど 

子育て支援策を充実すること 

    

４．住宅や公園、子育て関係施設など 

子育て環境を充実させること 

    

５．特色ある教育、個に応じた学びが 

得られるようにすること 

    

６．大学進学などでまちを離れる前に、 

まちや人との結びつきを深めること 

    

７．まちを離れた人に向けて、 

まちの情報を発信し交流すること 

    

８．その他（具体的にお答えください） 

 

 

 
 

 

  



問９８ 日々の暮らしの心配や今後の不安、市への要望などがありましたら、ご自由に記入して

ください（自由記述）。 

 

 

 

アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 


